
創客創人によるまちづくり
～平成２８年度の具体的取組～

平成２８年４⽉

＜⽇南市重点戦略プランに掲げる４つの戦略＞

戦略③ 住⺠による住⺠のための地域づくり戦略
戦略④ 次世代育成戦略

戦略② 移り住みたくなるまちづくり戦略

戦略① 働く場創出戦略



戦略① 働く場創出戦略

【主な重点施策】
○農家や中小企業などの技術・ノウハウや経営資源を承継するシステムの構築
○農林⽔産物の加⼯・販売強化に向けた新たな仕組みづくり
○新たなビジネスを創出できる人材を育成する創客創人道場の開設
○退職後も働く意欲のある⼈材と⼈材不⾜に悩む中⼩企業とのマッチング
○６次産業化や農商工連携などによる地域産品の付加価値向上
○クルーズ船をはじめとする観光客への日南らしい受入れ、おもてなしの体制強化

【目 標】

働く場の創出 → H27〜H31の５か年で700人分

H27 H28 H29 H30 H31
実 績 １９５人
累 計 １９５人

【成 果】
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戦略① 働く場創出戦略

【事業名】 創客創人にちなん起業家支援事業 【予算額】 11,566千円 【担当課】商工政策課

⾸都圏等から若者を募り、「起業」・「事業承継」・「右腕⼈材育成」の３つのコースによる⼈材育成を推進するため、
市、創業⽀援グループ、地元若⼿経営者、地元⾦融機関などで構成する「（仮称）創客創⼈センター」を設置し、
各コース内容に応じた研修等を実施する。

事業の概要

① ⾸都圏の「地⽅に住みたい」、「起業したい」と思っている若者にツアーなどを実施してスカウティング
② 地元事業所や（仮称）創客創⼈センターで１年間研修し、経営ノウハウやスキルを習得
①②の取組により、以下の人材を育成する。
→ 市内での新規起業
→ 廃業を予定していた地元事業所から経営資源を承継
→ 地元事業所経営者の右腕として経営をサポート

主な事業内容

目 標

年度 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 計

ツアー参加者 10 10 10 10 40

研修者 3 3 3 3 12

起業等 ー ３ ３ ３ ９

成果の指標

市内の⽣産年齢⼈⼝（15歳〜65歳）が著
しく減少しており、今後事業所の閉鎖による地域
産業の急速な衰退が懸念される。
また、地元事業所経営者の高齢化も進んでお
り、後継者がいないため閉鎖の危機を迎えている
優良事業所も増えてきている。

↓
これらの課題をこの事業によって解決します
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戦略① 働く場創出戦略

【事業名】 先端計測とＡＩシステムを活用した営農支援
事業

【予算額】 21,740千円 【担当課】農政課

宮崎県のブランド品⽬として、全国的に知名度の⾼い「太陽のタマゴ」（完熟マンゴー）の認定率向上と農家所
得増のため、農家の熟練技術のデータ化や⽣物⽣理の科学的解明について研究機関等と連携してマンゴー栽培
技術の向上を図る。
また、宮城県亘理町と静岡県磐⽥市とともに、⾸都圏での新規就農希望者のスカウティングや農業教育⽀援、
栽培技術の知的財産管理体制の構築を図る。

① 理化学的研究所との連携により、マンゴーの作物⽣理を科学的分析して解明
→マンゴーの作物⽣理に適した栽培環境制御体系を構築し、太陽のタマゴの認定率向上と燃料費低減を実現
② 慶応義塾⼤学との連携により、マンゴーの作物⽣理と栽培ノウハウを形式知化
→学習システムを構築し、新規就農者の⽣産技術⼒を底上げする
③ 宮城県亘理町と静岡県磐⽥市と連携して、市内農産物のブランディング化を図る

H24 Ｈ25 Ｈ26

生 産 量 165,325 180,900 213,750

太陽のタマゴ 23,414
（14.2％）

17,965
（9.9％）

16,283
（7.6％）

Ａ 品 19,005
（11.5％）

86,597
（47.9％）

77,590
（36.3％）

Ｂ品・ミニ・加工 122,906
（74.3％）

76,338
（42.2％）

119,877
（56.1％）

「太陽のタマゴ」は宮崎県産の
高品質マンゴーのブランドであり、通常の倍以上の高値で取引
されます。
品位：「⻘秀」以上、階級：「２L」以上、糖度：「15度」以
上などの県統一基準を満たすほか、全体が赤色に着色するなど
外観に優れていることがブランド認定の条件となっています。

※ＡＩ・・・アグリ・インフォマティクス（農業情報科学）の略です

＜マンゴー⽣産量と太陽のタマゴ認定率＞ JAはまゆう管内 単位：㎏

←「太陽のタマゴ」に認定されるのは、全体の１割程度です

地方創生加速化交付金事業
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事業の概要

主な事業内容



戦略① 働く場創出戦略

【事業名】 地域間連携による「南の郷DMO」創生プロジェ
クト事業

【予算額】 10,409千円 【担当課】地域振興課

本市と串間市が連携して地域資源を活かした付加価値のある体験型観光メニューを地域住⺠が主体となって開
発・運営し、外貨獲得によるコミュニティビジネスを目指していく。

① ⽇南市（南郷エリア）と串間市の⾏政、企業、⺠間団体等
の連携によるDMOの設⽴
② マリンスポーツやサイクリング、農業体験などを活用した体験型
観光メニューの開発

DMOとは、Destination Marketing／Management 
Organizationの略で、地域全体の観光マネジメントを⼀本化する、
着地型観光のプラットフォーム組織を指します。⾏政、観光業者、地
域住⺠のほか商⼯業や農林漁業など多様な関係者の連携により、
地域⼀体の魅⼒的な観光地域づくりを進める組織です。

○DMO及び体験メニューの創出による新規雇用者数
→ 10人 （H31）

○⼤島の観光客数：年間4,720人（H26)
→ 年間10,000人（H31)

○⼤島の宿泊者数：年間777人（H26）
→ 年間1,500人（H31）
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事業の概要

主な事業内容

成果の指標

地方創生加速化交付金事業



戦略① 働く場創出戦略

【事業名】 経営継承支援事業 【予算額】 1,960千円 【担当課】農政課

後継者はいないが、今まで経営してきた農業を誰かに移譲してもいいと思っている「経営移譲者」と、農業を始めた
いと思っている「経営継承者」とをマッチングし、農地・機械・施設・経営ノウハウ・販路までを含めた「経営資産」の継
承することで、新規就農者を育成して地域農業の持続性を確保する。

経 営

継承者

年度 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31

目 標 ０ ２ ２ ２ ２

実 績 ０

0

20

40

60

80

～30歳 ～40歳 ～50歳 ～60歳 ～70歳 75歳以上

認定農業者年齢階層別数

市内の認定農業者307人のうち約43％の方が60歳以上です。
そのうち約67％の方は後継者がいません。 （H27.11現在）
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事業の概要

① ＪＡや農業委員会等の関係機関と連携し、後継者のいない市内の優良農業経営者をリストアップ。
② 都市部での就農相談会（県主催）や移住相談会を通じて、新規就農希望者を発掘。
③ ①、②の対象者をマッチングし、一定の期間の農業指導を経て、経営継承へつなげていく。
④ 経営移譲者には、指導料として⽉額20,000円の補助⾦を⽀給。
⑤ 経営継承者には、生活費助成として月額150,000円を支給。

主な事業内容

成果の指標



戦略① 働く場創出戦略

【事業名】 ふるさと応援寄附⾦事業 【予算額】 260,174千円 【担当課】総務課

ふるさとの発展を願い地方を応援したいと思われ寄附していただいた方に対して、本市特産品のＰＲや物産振興
を図りながら、ふるさと納税制度を推進する。
全国的なふるさと納税ブームと返戻品の充実などを図ったことにより、平成27年度は約3億5千万の納税額で前
年度⽐約３０倍の実績を残すことができたが、更なる充実を図り納税額の増を図る。

① 引き続き専用サイト「ふるさとチョイス」の活用や、専用ホームページの充実を図り情報発信。
② 「クルーズ船の旅」に代表される、斬新で独自性や話題性のある新たな返戻品の導入。
③ 申し込みや問い合わせに対する受付体制の強化。

H26 H27 H28

前年⽐約３０倍

平成２８年度⽬標
１０億円 順位 品 名

１位 ｢塚田農場｣お食事券

２位 おいしい｢日南市の豚｣

３位 こだわり日本一｢宮崎牛｣

４位 太陽のタマゴ（完熟マンゴー）

５位 みやざき地頭鶏

平成27年度 返戻品人気ランキング
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事業の概要

主な事業内容

成果の指標



戦略① 働く場創出戦略

【事業名】 起業家誘致育成事業 【予算額】 4,341千円 【担当課】商工政策課

起業家・企業を対象に、まずは⽇南市の魅⼒を知ってもらうことを⽬的に、起業家（企業）の合宿を誘致し、専
門講師による講座などによって育成を図り、その後の本格的な起業・企業進出を促進する。
⼦育て中のお⺟さんや⾼校⽣を対象に、⾃宅にいながら時間の制限を受けない新しい働き⽅（テレワーク）を提
案するとともに、Webライター研修会やライティング（文章作成）講座によって、Webライターの仕事を身近に感じて
もらう。

① 起業家等の誘致 → 都市部を中心に起業や新たな事業を検討している人材のスカウトと、本市での起業に
向けた指導・助言。

② 企業合宿の誘致 → 企業の新人研修やスキルアップ合宿、企業のリクエストによる体験合宿の実施。
③ テレワークの推進 → Webライター研修会やライティング講座の開催。

雇用者・起
業家の誘致

数

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31

目 標 10 29 38 38 77

実 績 14
油津赤レンガ館でのWebライター研修会
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事業の概要

主な事業内容

成果の指標



戦略① 働く場創出戦略

【事業名】 テレワークひとづくり事業 【予算額】 5,005千円 【担当課】商工政策課

⼦育て中の⼥性等を対象に、クラウドソーシングを含めたテレワークの初⼼者向けセミナーの開催、地域内テレワーク
経験者、移住・定数するクラウドソーシング経験者に対して、実務指導を実施する。

① ⼦育て中の⼥性等を対象に、クラウドソーシングを含めたテレワークの初⼼者向けセミナーを開催
→ 初⼼者２０名を中級者レベルへ育成（⽉収５〜１０万程度）
② 地域内のテレワーク経験者の他、移住、定住するクラウドソーシング経験者に対し、実務指導の実施
→ 中級者５名を上級者レベルへ育成（月収２０万円以上）

目 標

項 目 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 計

初心者向けセミナー受講者 20 20 20 60

経験者向けセミナー受講者 5 5 5 15

中級者ワーカー 3 6 6 15

上級者ワーカー 1 2 2 5

クラウドソーシングとは、不特定の人（クラウド＝群衆）に業務を外部委託（アウトソーシング）するという意味の造語であり、発注者がイン
ターネット上のウェブサイトで受注者を公募し、仕事を発注することができる働き方の仕組みです。

テレワークとは、「ICT(情報通信技術)を活用した、場所や時間にとらわれない柔軟な働き方」です。 「tele=離れた場所で」「work=働く」と
いう意味の造語であり、テレワークで働く人を「テレワーカー」と言います。
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事業の概要

主な事業内容

成果の指標



戦略① 働く場創出戦略

【事業名】 地域商業アシスト事業 【予算額】 5,000千円 【担当課】商工政策課

市内商業者等が、既存の事業を含めて新しいアイデアから社会的意義のある新たな価値を生み出す取組を提案
し、⾃らが実践することに対して補助⾦の交付により⽀援を⾏う。

①「創客創人」人材育成メニュー
地域コミュニティなどの広いエリアにおいて実施し、

その担い手や商業者等の人材育成を目的とするものや、
地域全体の課題解決に向けて取り組み、地域経済の発
展に寄与するもの

②新商品開発等魅力発掘・拡大メニュー
限られた商店等や狭いエリアにおいて実施し、集客

の促進、需要喚起及び個店等の体質強化を目的とした
新商品の開発やそれぞれの魅力を発掘並びに拡大する
取組

例えば、○○地域連携組織と市内商業者（３店舗以上）、○○タクシーが連携して
⾏う⾼齢者向け買い物代⾏・配達サービス

例えば、○○商店会と○○漁協が連携して⾏う⿂の捌き⽅教室・⿂⾷普及事業など、
地域課題の解決に起用するもの対象とする。

上限１００万円
補助率10分の10

上限１００万円
補助率2分の1
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事業の概要

公募、審査を経て、認定された事業に対して以下のとおり補助⾦を交付する。
主な事業内容



戦略① 働く場創出戦略

【事業名】 クルーズ船誘客促進事業 【予算額】 61,205千円 【担当課】観光・スポーツ課

本市を含む10市町が連携してインバウンドの環境整備に取り組み、油津港でのクルーズ船受⼊や臨時ターミナルの
設置、国内外へのポートセールス、観光事業者等への研修、圏域内の周遊ルートの形成などのクルーズ船受入体制
を構築する。

① 観光案内のパンフレットや案内看板の多言語化
② 10市町の観光地等の映像の作成等
③ 臨時ターミナルへの⼤型ドームテントの導⼊

＜平成２８年度⽬標＞
○クルーズ船寄港 → 年２０回
○寄港による外国人観光客数 → 年40,000人

地方創生加速化交付金事業

【宮崎県南部広域観光協議会の１０市町】
⽇南市、宮崎市、都城市、⼩林市、串間市、
えびの市、三股町、⾼原町、国富町、綾町

＜平成３０年度⽬標＞
○クルーズ船寄港 → 年５０回
○寄港による外国人観光客数 → 年100,000人
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事業の概要

主な事業内容

成果の指標



戦略① 働く場創出戦略

【事業名】 地域資源を活⽤した観光地魅⼒創造事業 【予算額】 9,082千円 【担当課】観光・スポーツ課

クルーズ船などで本市を訪れる外国人観光客等に快適な日南の旅を提供するため、日南市観光推進連携協議
会が実施する案内サインの整備、トイレ改修、観光客動向調査に対して⽀援を⾏う。
【日南市観光連携推進協議会】・・・本市のインバウンド観光対策を推進していくこを⽬的に昨年８⽉に設置された
組織で、市、観光協会、商工会議所、商工会等で構成されています。

① 外国人に対応した飫肥城周辺の案内サイン（看板）の整備計画の策定
② 鵜⼾神宮駐⾞場の観光トイレの改修
③ 市内観光地周辺のＷｉ-Ｆｉ整備
④ 市内観光客の動向調査

№ 寄港日 名称 総トン数 № 寄港日 名称 総トン数
1 3/29 ﾏﾘﾅｰ・ｵﾌﾞ･ｻﾞ・ｼｰｽﾞ 138,279 9 6/13 ﾎﾞｲｼﾞｬｰ・ｵﾌﾞ・ｻﾞ・ｼｰｽﾞ 138,194
2 3/31 ﾙ･ｿﾚｱﾙ 10,700 10 6/19 ｸｧﾝﾗﾑ･ｵﾌﾞ･ｻﾞ･ｼｰｽﾞ 167,800
3 4/11 ﾏﾘﾅｰ･ｵﾌﾞ･ｻﾞ･ｼｰｽﾞ 138,279 11 7/25 ｸｧﾝﾗﾑ･ｵﾌﾞ･ｻﾞ･ｼｰｽﾞ 167,800
4 5/2 ｺｰﾙﾃﾞﾝ･ﾌﾟﾘﾝｾｽ 108,865 12 8/15 ｸｧﾝﾗﾑ･ｵﾌﾞ･ｻﾞ･ｼｰｽﾞ 167,800
5 5/18 ｸｧﾝﾗﾑ･ｵﾌﾞ･ｻﾞ･ｼｰｽﾞ 167,800 13 8/28 ﾀﾞｲｱﾓﾝﾄﾞ･ﾌﾟﾘﾝｾｽ 115,875
6 5/28 ﾀﾞｲｱﾓﾝﾄﾞ･ﾌﾟﾘﾝｾｽ 115,875
7 5/30 ﾚｼﾞｪﾝﾄﾞ･ｵﾌﾞ・ｻﾞ・ｼｰｽﾞ 69,130
8 5/31 ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝ・ﾌﾟﾘﾝｾｽ 108,865

総事業費21,383千円のうち、
国が12,301千円、市が9,082千円を補助します。

11

Ｈ２８外国クルーズ船の寄港予定

事業の概要

主な事業内容



戦略① 働く場創出戦略

【事業名】 観光消費額アップコーディネート事業 【予算額】 4,000千円 【担当課】観光・スポーツ課

⽇南市観光推進連携協議会協議会が実施する、本市を代表する観光地である鵜⼾地区における消費額アップ
や、市観光協会の運営等に関するアドバイスに対して⽀援を⾏う。

① 鵜⼾神宮を訪問する観光客の消費額アップアドバイス
② 市観光協会の運営・体制強化アドバイス

項 目 現 況 Ｈ36目標値

延べ観光客数 196万人 250万人

本市内消費額 31.8億円 48.1億円

日帰り観光客の平均滞在時間 3.4時間 3.7時間

市内宿泊者数 15万4千人 19万7千人

観光協会ＨＰアクセス件数 33万9千件 47万5千件

日南市観光の将来目標値

観光客の一人あたり平均消費額
（現況） 1,623円

（Ｈ36） 1,923円

300円ＵＰ

12

事業の概要

主な事業内容



戦略① 働く場創出戦略

【事業名】 「旅と癒し」ツーリズムで心と身体の健康づくり
事業

【予算額】 5,209千円 【担当課】北郷町総合⽀所

北郷の森林や温泉資源を活⽤した療法⼠（セラピスト）を育成し、セラピストを核とした療法的な滞在型プログラ
ムを開発、提供することによって本市への誘客を図り、儲かる産業へつなげていく。

① バルネオセラピスト（温泉保養⼠）、森林セラピスト、温泉⼊浴指導員等の⼈材育成
② 日帰りツアーや宿泊ツアーなどのプログラム実施
③ ヘルスリゾートセラピー（転地療法）、タラソテラピー（海洋療法）など他の療法と連携した新たなプログラム
の開発

森林セラピーとは・・・・医学的なエビデン
ス（証拠）に裏付けされた森林浴効果
をいい、森林環境を利⽤して⼼⾝の健
康維持・増進、疾病の予防を⾏うことを
目指すものです。具体的には、森の中に
⾝をおき、森林の地形を利⽤した歩⾏
や運動、森林内レクリエーション、栄養・
ライフスタイル指導などの方法によって、こ
れらの目的を達成しようとするセラピーを
いいます。 いわば、⼀歩進んだ森林浴で
す。森を楽しむことで、心身の快適性を
向上させ、保養効果を高めていこうという
ものです。 13

事業の概要

主な事業内容



戦略② 移り住みたくなるまちづくり戦略

【主な重点施策】
○仕事・住まいなどを総合的に支援する移住・定住パッケージの構築
○空き家の活用を担うプラットフォーム構築
○中心市街地活性化への取組
○遊休施設を活⽤したサテライトオフィスの設置など、若者が⾏き交う場づくり
○伝統的な建造物の⼯法技術の承継と古⺠家活⽤の総合プロデュース

【目 標】

移住世帯数 → H27〜H31の５か年で100世帯
⽇南市⺠であることを誇りに思う人 H2642.1％ → H3162.0％

移住世帯数 H27 H28 H29 H30 H31

実 績 ２６世帯
累 計 ２６世帯

【成 果】
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戦略② 移り住みたくなるまちづくり戦略

【事業名】 移住促進空き家再生推進事業 【予算額】 9,000千円 【担当課】地域振興課

旧飯田医院など飫肥地区空き家対策を目的としたコーディネーターを配置し、飫肥地区のまちなみ再生及び地域
の活性化を図る。

○空き家利活⽤に係る飫肥地区住⺠との意⾒交換、調整
○旧飯田医院の利活⽤
○伝統的建造物群保存地区内の 空き家利活⽤
○飫肥地区景観まちづくり重点区域の空き家利活⽤の仕組み構築

まちなみ再生コーディネーターの主な業務

旧飯田医院

飫肥地区の古⺠家再⽣
歴史的建造物を宿泊施設として活用

旧勝目氏邸

旧勝目氏邸
平成28年秋
オープン予定

・古⺠家の再⽣
・宿泊者の増加
↓
・歴史的風致の保存
・飫肥地区の活性化

15

事業の概要



戦略② 移り住みたくなるまちづくり戦略

【事業名】 ふるさと回帰支援事業 【予算額】 13,389千円 【担当課】地域振興課

本市に関する様々な情報を共有し、移住・定住者や交流⼈⼝等の増加を図るため、都市部での移住相談会を実
施する。

＜移住促進住宅＞
本市へ移住を希望される方が住まいや仕事を
はじめ各種情報を収集するために短期滞在でき
る、移住促進住宅を北郷、南郷地区に整備して
います。
○使⽤料 １日５００円
○試用期間 ３⽇以上最⻑１０⽇まで

○移住世帯数 → H27〜H31の５か年で100世帯
※H27の移住世帯数は２６世帯

東京での移住相談会

16

事業の概要

○都市部（東京・大阪）での移住相談会の開催
○移住促進住宅の利活⽤促進
○若者移住促進⽀援事業費補助⾦の交付
○日南市移住者の会の活動促進

主な事業内容

成果の指標



戦略② 移り住みたくなるまちづくり戦略

【事業名】 優良建築物等整備事業 【予算額】 349,631千円 【担当課】地域振興課

中心市街地（油津地区）の定住人口を増やし、賑わいの創出を図るなどの都市機能を高める複合機能ビル整
備及び⽴体駐⾞場の整備に対して⽀援を⾏うことで、市街地環境の改善及び良好な市街地住宅の供給等を促進
する。

⽇南市まちづくり株式会社が施⼯する複合機能ビル整備及び⽴体駐⾞場整備に要する建築⼯事費に対して
補助を⾏う。
① 複合機能ビル（８階建て）・・・ 分譲住宅、⾼齢者向け住宅、クリニックモール、市⺠活動⽀援センター、

子育て支援センター、店舗
② ⽴体駐⾞場（５階建て）・・・ 駐⾞場（152台分）

【事業名】 伝統的建築物群保存事業 【予算額】 43,701千円 【担当課】生涯学習課

飫肥伝統的建造物群保存地区内の建造物等の修理、修景を⾏うことにより、景観の向上を図る。

① 勝⽬⽒邸⽯垣主屋修理 ・・・ 敷地内主屋99.33㎡の屋根・外壁等の修景、⽟⽯垣の修理
② 合屋家⻑屋⾨修理 ・・・ 後町通に所在する合屋家⻑屋⾨100.82㎡の屋根・外壁等の修理
③ 藤丸家石垣修景 ・・・ 振徳堂前に位置する藤丸家の石垣の修景 17

事業の概要

事業の概要

主な事業内容

主な事業内容



戦略③ 住民による住民のための地域づくり戦略

【主な重点施策】
○住⺠⾃らが地域の課題や問題を解決する住⺠⾃治の推進
○健康寿命延伸への取組
○⾃主防災組織の強化など、地域防災⼒の向上
○⾼齢者が知識や経験を発揮できる仕組みづくり
○地域包括ケアシステムの構築

【目 標】
日南市に住み続けたいと思う人 H2662.6％ → H3175.0％
65歳からの健康な期間の年数（男性）H2216.90年

（⼥性）H2219.82年
⾃主防災組織結成率 H2586.4％ → H31100％

H27 H28 H29 H30 H31

日南市に住み続
けたいと思う人

61.0％
(△1.6％)

【成 果】
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宮崎県の数値以上
を目指す



戦略③ 住⺠による住⺠のための地域づくり戦略

【事業名】 エリア９強化事業 【予算額】 9,000千円 【担当課】地域振興課

９地区にある地域連携組織の⾃主的な活動を⽀援し、活性化及び住⺠⾃治の推進を図るために「地域を創る
交付⾦」により助成を⾏う。

地域の活性化や課題解決、地域住⺠の交流やコミュニティ再⽣等を⽬的として地域連携組織が５つの事業メニュー
の中から⾃主的に取り組む事業に対して「地域を創る交付⾦」を交付。
① 地域の交流活性化事業 →（H27の取組例）⽵⾹園再⽣、酒⾕地区内観光マップ作成 等
② 地域の安心安全なまちづくり事業→（H27の取組例）防災⼠資格所得助成、通学路交通安全看板設置 等
③ 地域の文化継承事業 →（H27の取組例）なんごう神楽フェスティバル、東郷⾳頭等DVD再生 等
④ 地域の公益活動事業 →（H27の取組例）城下町につわぶきの花を、堀川運河環境保全 等
⑤ その他の事業

項 目 H27 H28 H29 H30 H31

地域が実施する
事業数

目標 9 9 9 9 9

実績 24

油津地域協議会による堀川運河の環境保全
19

事業の概要

主な事業内容

成果の指標



戦略③ 住⺠による住⺠のための地域づくり戦略

【事業名】 市⺠活動⽀援センター整備事業 【予算額】 118,000千円 【担当課】地域振興課

油津地区に建設予定の複合ビル２F（632.8㎡）に、市内のNPO団体等の活動拠点となる市⺠活動⽀援セン
ターを整備する。

①市⺠活動の⽀援及び相談機能
・ボランティアを希望する人や団体の運営、ＮＰＯ法人
設⽴などの相談機能
・市⺠、団体、企業、⾏政とのネットワーク構築
・市⺠活動のための会場及び備品等の提供
②情報発信・提供機能
・各種団体の活動紹介や⾏政等の補助⾦の紹介
・市⺠活動に係る図書・情報誌の展⽰、閲覧
・パソコンの閲覧スペースやギャラリーの提供

センターの機能

③活動活性化のための研修機能
・各種講座（セミナー）や意⾒交換会の開催
④市⺠が気軽に訪れ交流できる機能
・広いフロアで⾃由に利⽤できる空間の提供
⑤男⼥共同参画を推進する機能
・⼥性の活躍サポートや相談ができる場の提供

市⺠活動⽀援センター
内観イメージ図

20

事業の概要



戦略③ 住⺠による住⺠のための地域づくり戦略

【事業名】 津波対策緊急整備事業 【予算額】 152,206千円 【担当課】総務課

津波浸⽔想定区域の地域住⺠と⾏政が⼀体となり、安全かつ円滑に避難できる体制を整備し、避難困難地域の
解消を図ることを目的に津波緊急避難場所等の整備を実施する。

① 大堂津地区複合型津波避難施設の整備（平成29年度完成予定）→
② 津波緊急避難場所の整備
③ 防災資機材の整備（南郷地区４自治会）

※予算額は平成27年度補正予算と平成28年度予算の合算

１Ｆ 集会所・消防団格納庫
２Ｆ 消防団待機所
屋上 津波緊急避難場所

【事業名】 救命率向上ＡＥＤ設置事業 【予算額】 3,207千円 【担当課】消防本部

救命率の向上を図るため、市内のコンビニエンスストアや避難場所等に新たにＡＥＤを設置する。

【ＡＥＤ設置場所】コンビニエンスストア２０か所、避難所公⺠館７か所、海⽔浴場２か所

21
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事業の概要

主な事業内容

主な事業内容



戦略④ 次世代育成戦略

【主な重点施策】
○４つの学ぶ⼒を⾝につける⽇南教育の推進
○郷土に愛着と誇りを持つ児童・生徒の育成
○児童・生徒が自分らしい生き方を選択するためのキャリア教育の充実
○⼦どもから⾼齢者までの多世代が交流できる場づくり
○「もう一人子どもを生み育てられる」と決断できる環境づくり

【目 標】
将来の夢や目標を持っている中学 H2683.3％ → H3190.0％
３年⽣の割合
安心して子育てをすることができると H2621.7％ → H3150.0％
思う人の割合
出生数 毎年400人以上の維持

H27 H28 H29 H30 H31

安心して子育てができ
ると思う人 22.9％

出生数 339人

【成 果】
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戦略④ 次世代育成戦略

【事業名】 次代を担う子どもを育むキャリア教育推進事業 【予算額】 2,600千円 【担当課】学校教育課

学校における「キャリア教育」をより具体的・実践的な形で進めるため、宮崎⼤学や⺠間企業等と連携しながら、
ワークショップや職場体験等を実施する。

① モデル校による体験型アクティビティの開発と実践研究 （モデル校：吾田東小、吾田中）
→体験型アクティビティとは、実体験や経験をしながら、チームで学ぶ活動です。

② 「グッジョブフェスタinにちなん」の開催
→地域企業と連携し、働くことの意義や勤労観、職業観の醸成を図る

③ 社会⼈基礎⼒の必要性に迫る授業
→社会⼈基礎⼒とは、職場や地域社会の中で多様な⼈々とともに仕事を⾏っていくうえで必要な基礎能⼒です。

④ 中学生を対象とした宮崎大学等訪問研修
⑤ 保護者・教職員向けのセミナー開催

中学生を対象とした宮崎大学訪問研修（病院内の実習） 「グッジョブフェスタinにちなん」の開催会場
23
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戦略④ 次世代育成戦略

【事業名】 将来を担う次世代育成事業 【予算額】 6,397千円 【担当課】学校教育課

市内小学校、中学校及び高等学校の発達段階に応じた特色のある事業を展開し、市内の学校に通いながら確か
な学⼒を⾝につけることが出来る教育環境を整備する。

① ジュニアリーダー育成支援事業
・処平塾 → ⼩・中学⽣学⼒向上⽀援事業
・定平塾 → ⼩・中学⽣英語⼒育成⽀援事業
・南浦塾 → 小・中学生作品制作（製作）支援事業
② ハイスクールリーダー支援事業
・教育関係機関派遣事業
・授業⼒向上⽀援事業
・⺠間講師等招聘事業
③ 新⼩学１年⽣⼊学記念品贈呈（おびすぎ積⽊セット）

振徳塾
(ｻﾏｰｽｸｰﾙ)

処平塾
（国語）

処平塾
（数学）

処平塾
（理科）

処平塾
（算数ｴﾝﾀ）

定平塾
（英語）

南浦塾
（図画工作）

事業内容
小学生のための
夏休み学習支

援
新聞づくり ２コースに分け

て魅⼒ある授業
２コースに分け
て魅⼒ある授業

宮崎大学生が
小学生に算数
問題を出題

英語によるコミュ
ニケーションスキ
ルアップ

外部専門家によ
る絵画・木工・
陶芸づくり

参加人数 各小学校 ６９名 ２３２名 ２４９名 ３７９名 ２３名 １５２名

H２７ジュニアリーダー育成支援事業実績
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主な事業内容



戦略④ 次世代育成戦略

【事業名】 子育て支援センター整備事業 【予算額】 185,385千円 【担当課】こども課

油津地区に建設予定の複合ビル１F（564.3㎡）に、⼦育て親⼦の交流の場の提供、⼦育て等に関する相談・
援助、⼀時預かり、⼦育て情報の提供などを⾏う⼦育て⽀援センターを整備する。

① ⼦育て親⼦の交流の場 → 安⼼・安全な遊び場、読み聞かせの実施、多世代による交流
② 子育て等に関する相談・援助 → 日常の些細なことから専門性の高い悩みまで対応
③ 子育て等に関する講習 → ⼦育てに限らず歴史や郷⼟料理、⾃然、⽊育など多岐にわたる講座を開催
④ 子育て支援の実施 → 未就学児の一時預かり、絵本やＣＤの貸出、お下がりコーナーの設置
⑤ 運営スタッフ、木育サポーター、子育てボランティアの育成

センターの機能

子育て支援センター 完成イメージ図

出生数の推移

H22 H23 H24 H25 H26

438 437 397 380 419

H27 H28 H29 H30 H31

339

＜単位：人＞
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戦略④ 次世代育成戦略

【事業名】 特定不妊治療費助成事業 【予算額】 4,500千円 【担当課】こども課

保険適⽤外の不妊治療に対し、⾃⼰負担額から県助成⾦を差し引いた額の⼀部を助成する。

◆助成額 １回の治療に対して上限額１５０千円 ※Ｈ28より助成額増額

【事業名】 放課後児童対策事業 【予算額】 63,512千円 【担当課】こども課

保護者が勤労等のため、昼間⾯倒をみることができない家庭の⼩学⽣に対し、授業の終了後に⼩学校の教室や
運動量などを利⽤して児童に遊び及び⽣活の場を与えて、健全な育成を図ることを⽬的として実施する。

◆場 所 吾田小、吾田東小、油津小、飫肥小、東郷小（Ｈ28新設）、北郷⼩、南郷⼩、あがた幼稚園、
県営馬越団地集会所

◆対象者 ⼩学１年⽣から６年⽣まで 26
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戦略④ 次世代育成戦略

【事業名】 きめ細やかな⼦ども⾒守り事業 【予算額】 5,016千円 【担当課】こども課

児童虐待を未然に防ぎ、要保護児童の速やかな安全確保を図るとともに、虐待やひとり親家庭をはじめとする困り
感のある方々からの各種相談に的確に対応する。

相談員として専任職員を２人配置

【事業名】 小中学校施設整備・空調整備事業 【予算額】 333,031千円 【担当課】学校教育課

小中学校の校舎・体育館の改修工事及び空調設備の新設工事を実施する。

小学校外壁改修工事 ・・・ 油津小校舎１棟、桜ヶ丘小校舎１棟・体育館、酒谷小校舎１棟、南郷小校舎１棟
⼩学校便所改修⼯事 ・・・ 潟上小校舎１棟
中学校外壁改修工事 ・・・ 細田中体育館
中学校空調設備工事 ・・・ 飫肥中学校 27
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